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「活気に満ちていた街道筋」
　私の住む波賀野新田地区から古市地区にかけて
の街道は、かつて宿場町や問屋町として大いに栄
え、昭和30年ごろには、44軒もの商店（波賀野新田
17軒、古市27軒）が軒を連ねていました。
　通りには、旅館をはじめ米屋、薬屋、雑貨屋などの
さまざまな店が並んでいました。中でも、私が小学生
だったころにはカフェが登場し、芸者たちの奏でる三
味線の美しい音色を聞いては、「なんて優雅なんだ
ろう」と子ども心に思ったものでした。また、年末には
「一大誓文払い」が盛大に取り行われ、多くの買い
物客であふれかえっていたことをよく覚えています。
　ところで、明治32年に大阪と篠山を結ぶ「阪

はん

鶴
かく

鉄
道」（現在のJR福知山線）が開通。それに併せて、古
市駅が開業したときは一番のにぎわいで、通勤客や
買い物客らで通りは埋め尽くされたそうです。笑い話
なんですが、開通当初は初めて見る蒸気機関車に
草
ぞう

履
り

を脱いで乗る方がおられ、プラットホームには、
草履が残されたままになっていたということです。
　近年、福知山線の複線電化による鉄道交通の発
達や大型店舗がまちの中心部に進出したことで、通
りを訪れる方も少なく
なりました。私は、現在
の子どもたちに当時
の活気に満ちていた
情景を伝えていくこと
で、子どもたちが地域
のすばらしさを知り、関
心を寄せてくれること
を願っています。
投稿　田中弘司さん

人　口 46,587人 （－26人）
　女 24,312人 （－10人）
　男 22,275人 （－16人）
世帯数 16,266世帯 （＋6世帯）
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※カレンダーは、はずしてご利用ください。

　
「
元
気
」
で
「
い
き
い
き
」
と
「
自
立

し
た
生
活
」
を
送
ら
れ
て
い
る
、
県
内
に

在
住
の
八
十
五
歳
以
上
の
夫
婦
を
表
彰
す

る
「
ひ
ょ
う
ご
健
康
夫
婦
大
賞
」（
兵
庫

県
健
康
財
団
主
催
）。
今
年
度
、
二
十
四

組
の
夫
婦
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
健
や
か
に
長
寿
を
楽
し
ま

れ
て
い
る
中
山
誠
一
さ
ん
・
千
代
子
さ
ん

夫
妻
が
選
ば
れ
、
二
月
二
十
六
日
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
受
賞
を
受
け
て
お
二
人
は
、「
と
て
も

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
生

活
は
、
長
い
よ
う
で
と
て
も
短
い
感
じ
が

し
ま
す
が
、
長
生
き
で
き
て
幸
せ
で
す
」

と
手
を
合
わ
せ
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
中
山
さ
ん
夫
妻
は
、
誠
一
さ
ん

が
明
治
四
十
五
年
、
千
代
子
さ
ん
は
大

正
二
年
生
ま
れ
。
昭
和
十
二
年
に
結
婚
さ

れ
て
以
来
、
共
に
農
業
を
し
な
が
ら
四
人

（
三
男
一
女
）
の
子
ど
も
を
育
て
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
農
閑
期
の
毎
年
十
月
ご

ろ
か
ら
翌
年
三
月
末
ま
で
の
約
二
十
七
年

も
の
間
、
杜と

う

氏じ

と
し
て
灘な

だ

五ご

郷ご
う

ま
で
出
稼

ぎ
に
行
か
れ
て
い
た
誠
一
さ
ん
。
そ
の
留

守
は
、
千
代
子
さ
ん
が
女
手
一
人
で
し
っ

か
り
と
守
っ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

千
代
子
さ
ん
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
に
大

事
に
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
無
事
に
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
当
時
を

振
り
返
ら
れ
ま
す
。
今
で
は
、
長
男
の
孝

夫
さ
ん
・
真
佐
子
さ
ん
夫
妻
と
孫
夫
婦
、

ひ
孫
二
人
の
六
人
に
囲
ま
れ
て
、
幸
せ
に

暮
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
や
、
三
度
の

食
事
を
好
き
嫌
い
な
く
、
何
で
も
よ
く
か

ん
で
食
べ
、
昼
寝
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
だ

そ
う
で
す
。
こ
こ
数
年
、
千
代
子
さ
ん
は

家
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
が
、
誠
一
さ
ん
は
天
気
の
良
い
日
に
は
、

散
歩
に
出
掛
け
ら
れ
た
り
、
畑
で
山
の
芋

を
つ
く
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
二
人
の
元
気
の
源
は
、「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん

で
慕
っ
て
く
れ
る
孫
夫
婦
や
ひ
孫
の
存
在

と
家
族
の
笑
顔
。
お
二
人
は
、「
家
族
の

笑
顔
が
、
私
た
ち
二
人
に
生
き
る
喜
び
と

希
望
を
与
え
、
こ
こ
ま
で
長
生
き
す
る
こ

と
が
で
き
た
ん
で
す
よ
」
と
満
面
に
笑
み

を
た
た
え
て
話
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
長
年
に
わ
た
り
お
二
人
の
そ

ば
で
体
調
を
管
理
さ
れ
て
き
た
真
佐
子
さ

ん
は
、「
お
風
呂
や
着
替
え
な
ど
、
身
の
回

り
の
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し
て

く
れ
る
の
で
、
本
当
に
手
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
健
康
に
気
を
付
け
て
、
元
気

で
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
お
二
人
を
温

か
く
見
つ
め
な
が
ら
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

当時の情景を思い出し、街道筋
の道しるべに立たれる田中さん

※ このコーナーでは、地域にまつわるユニークな昔話を
紹介します。ふるさとの懐かしい思い出話や言い伝え
などを教えてください。
　市民の皆さんの投稿をお待ちしています。
■問い合わせ　秘書広報課広報係☎552-5112
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「
ひ
ょ
う
ご
健
康

夫
婦
大
賞
」を
受
賞

健
や
か
に
暮
ら
し
た
約
90
年

　

家
族
の
笑
顔
が
生
き
る
喜
び

瀬　

利　

中な
か

山や
ま

誠せ
い

一い
ち

さ
ん
（
95
）

千ち

代よ

子こ
さ
ん
（
93
）

受賞の喜びを分かち合う中山家の皆さん（写
真=前列左から雄貴くん、誠一さん、千代子さ
ん、朝賀ちゃん、後列左から真一さん、孝夫さ
ん、真佐子さん、利香さん）

長
寿
の
秘
け
つ
は
規
則

正
し
い
生
活
と
食
事

　

現
在
、
お
二
人
の
健
康
状
態
は
、
誠
一

さ
ん
の
耳
が
遠
く
な
っ
た
ほ
か
は
、
す
べ

て
良
好
。
長
寿
の
秘
け
つ
と
し
て
は
、
規
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